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特
集
：
鉄
道
旅
客
サ
ー
ビ
ス
の
進
化

［
京
阪
電
車〝
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ー
〟と
叡
山
電
車〝
ひ
え
い
〟］

文
◉
茶
木　

環
／
撮
影
◉
織
本
知
之

写
真
提
供
◉
京
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
や
再
開
発
な
ど
、

さ
ら
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
る
水
都
・
大
阪
と
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
急
増
で
観
光
市
場
が
拡
大
す
る
古
都
・
京
都
。

そ
し
て
、
び
わ
湖
を
有
す
る
湖
都
・
滋
賀
を
結
ぶ
京
阪
沿
線
で
は
、

主
軸
戦
略
「
沿
線
再
耕
」
と
「
観
光
共
創
」
を
柱
に
、

魅
力
あ
る
沿
線
づ
く
り
を
目
指
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
性
化
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

京
阪
グ
ル
ー
プ
が
地
域
と
共
に
推
進
す
る

観
光
開
発
や
都
市
整
備
に
つ
い
て
、

京
都
エ
リ
ア
を
中
心
に
紹
介
す
る
。

沿
線
再
耕
・
観
光
共
創

「
水
都
・
大
阪
」と

「
古
都
・
京
都
」を
結
ぶ

沿
線
活
性
化
戦
略
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特集：鉄道旅客サービスの進化
［京阪電車 “プレミアムカー”と 叡山電車 “ひえい”］

京
都
観
光
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
の
活
用

「
京
阪
グ
ル
ー
プ
長
期
戦
略
構
想
」
で
は
、

そ
の
実
現
に
向
け
、
中
長
期
の
戦
略
が
策
定

さ
れ
て
い
る
。
中
期
経
営
計
画
は
、
２
０
２

６
年
度
を
目
標
年
次
と
す
る
長
期
経
営
戦
略

を
具
体
化
し
た
３
カ
年
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
（
２
０
１
８
～
２
０
２
０
年
度
）
で
、
現

在
、
こ
の
計
画
に
基
づ
く
諸
施
策
が
精
力
的

に
展
開
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
主
軸
の
一

つ
と
な
る
観
光
関
連
の
戦
略
で
は
、
前
中
期

経
営
計
画
の
「
観
光
創
造
」
が
「
観
光
共
創
」

に
変
わ
り
、
地
域
と
観
光
事
業
や
コ
ン
テ
ン

ツ
を
共
創
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
交
流
を
促
進
し

て
い
く
こ
と
を
目
標
に
置
い
て
い
る
。
そ
の

重
点
施
策
は
京
都
を
中
心
と
し
た
観
光
・
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
の
強
化
で
あ
る
。　

京
都
は
観
光
客
数
が
５
年
連
続
で
５
０
０
０

万
人
を
超
え
、
２
０
１
７
年
に
は
５
３
６
２
万

人
、
宿
泊
客
数
は
過
去
最
高
の
１
５
５
７
万
人

と
な
っ
た
。
背
景
に
あ
る
の
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
増
加
で
、
全
国
の
訪
日
外
国
人
は
同
年
に
２

８
６
９
万
人
、２
０
１
８
年
に
は
３
１
１
９
万

人
に
上
り
、
政
府
は
２
０
２
０
年
の
訪
日
外
国

人
客
数
４
０
０
０
万
人
を
目
標
と
し
て
い
る
。

今
後
ま
す
ま
す
増
え
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
や

国
内
観
光
客
の
受
け
入
れ
態
勢
を
整
え
、
京

都
自
体
の
観
光
地
と
し
て
の
さ
ら
な
る
進
化

を
図
る
た
め
、
京
阪
グ
ル
ー
プ
で
は
、
観
光

各
分
野
の
事
業
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
ず
は
、
京
都
観
光
の
「
ゴ
ー
ル
デ
ン

ル
ー
ト
」
の
確
立
で
あ
る
。
京
阪
電
車
、
叡

山
電
車
、
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
や
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

な
ど
京
阪
グ
ル
ー
プ
の
交
通
を
利
用
す
る
こ

と
で
、
洛
北
～
東
山
～
伏
見
・
宇
治
・
比
叡

山
の
名
所
を
巡
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に

は
地
下
鉄
を
介
し
て
び
わ
湖
方
面
、
グ
ル
ー

プ
の
京
福
電
鉄
で
嵐
山
方
面
に
も
行
け
る
。

「
京
阪
グ
ル
ー
プ
の
強
み
は
、
京
都
の
観

光
が
で
き
る
鉄
道
を
中
心
と
し
た
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
。
こ
れ
を
活
か
し
、
ま
た
周
知
を

徹
底
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も
含
め
観
光
客
を

誘
致
し
た
い
」
と
経
営
統
括
室
の
西
澤
幸
憲

事
業
推
進
担
当
部
長
は
語
る
。

京
阪
グ
ル
ー
プ
は
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
共
同
で
訪
日

外
国
人
専
用
の
観
光
案
内
所
「
関
西
ツ
ー
リ

ス
ト
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
京
都
」

を
運
営
し
て
い
る
。
場
所
は
京
阪
グ
ル
ー
プ

が
保
有
し
、
京
都
駅
前
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で

も
あ
る
京
都
タ
ワ
ー
の
３
階
で
、
観
光
案
内

の
情
報
提
供
、
ツ
ア
ー
や
宿
泊
、
料
亭
で
の

食
事
な
ど
各
種
手
配
に
加
え
、
無
料
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
、
祈
祷
室
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
る
。

ま
た
、
地
元
に
な
じ
み
の
あ
る
ガ
イ
ド
と

外
国
人
観
光
客
を
つ
な
ぐ
ガ
イ
ド
マ
ッ
チ
ン

グ
サ
ー
ビ
ス
や
、
留
学
生
に
よ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

発
信
な
ど
「
外
国
人
か
ら
見
た
京
都
」
の
視

点
で
情
報
提
供
も
行
っ
て
い
る
。

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
対
応

一
方
で
、
昨
今
の
京
都
で
は
一
部
で
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
バ

ス
の
混
雑
や
道
路
渋
滞
、
騒
音
、
さ
ら
に
は

ゴ
ミ
問
題
な
ど
も
あ
り
、
住
民
の
生
活
に
及

ぼ
す
影
響
も
決
し
て
小
さ
な
も
の
で
は
な
い
。

「
観
光
名
所
と
宿
泊
施
設
の
混
雑
の
話
題

が
先
行
し
て
、
国
内
か
ら
の
観
光
客
が
敬
遠

す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
も
問
題
視
し
て
い

る
。
現
在
は
特
定
の
エ
リ
ア
、
比
較
的
、
京

都
観
光
の
定
番
の
観
光
地
に
人
が
集
中
し
て

い
る
が
、
京
都
に
は
そ
の
ほ
か
に
も
い
い
場

所
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
と
っ
て
お
き
の
京
都

を
見
て
い
た
だ
こ
う
と
、
分
散
化
を
目
指
し

た
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
る
」
と
京
都
市
観
光
協

会
の
高
畑
重
勝
専
務
理
事
は
語
る
。

名
所
を
つ
な
ぐ
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
だ

が
、
実
は
、
中
心
部
に
集
中
す
る
観
光
客
の

分
散
化
に
も
効
力
を
発
揮
す
る
。

「
例
え
ば
、
現
在
は
伏
見
稲
荷
大
社
に
人

が
集
中
し
て
い
る
が
、
酒
ど
こ
ろ
の
伏
見

（
中
書
島
駅
付
近
）
な
ど
は
ま
だ
受
け
入
れ

ら
れ
る
。
当
社
グ
ル
ー
プ
も
酒
蔵
や
酒
造
組

合
と
観
光
開
発
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

宇
治
も
お
茶
を
テ
ー
マ
に
検
討
し
た
い
。
同

様
に
東
山
に
集
中
し
て
い
る
観
光
客
に
は
、

比
叡
山
な
ど
洛
北
へ
足
を
延
ば
し
て
も
ら

う
。
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
や
告
知
案
内
も
含

め
、
地
域
と
グ
ル
ー
プ
の
協
働
で
で
き
る
こ

と
は
多
い
」
と
西
澤
部
長
は
話
す
。

　円
滑
な
移
動
が
混
雑
緩
和
に
つ
な
が
る

ま
た
、
観
光
客
が
多
い
京
都
市
内
で

は
ス
ム
ー
ズ
な
移
動
も
常
に
課
題
と
な

り
、
京
都
市
で
は
「
歩
く
ま
ち
・
京

都
」
憲
章
を
２
０
１
０
年
に
定
め
、
公

共
交
通
の
利
用
促
進
を
進
め
て
い
る
。

「
公
共
交
通
の
結
節
強
化
を
重
視
し

て
い
る
。
観
光
客
の
多
く
は
Ｊ
Ｒ
京
都

駅
か
ら
市
バ
ス
に
乗
ろ
う
と
し
て
大
行

列
が
で
き
て
し
ま
っ
て
い
た
が
、
現
在
は
鉄

道
利
用
が
増
え
、
混
雑
が
緩
和
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
も
、
京
阪
線
上
り
と
Ｊ
Ｒ
線
下
り

を
平
面
で
つ
な
ぐ
東
福
寺
駅
の
連
絡
改
札
口

設
置
な
ど
、
駅
改
良
で
の
結
節
強
化
に
よ
る

も
の
」
と
高
畑
専
務
理
事
は
語
る
。

さ
ら
に
、
観
光
協
会
が
画
期
的
だ
と
評
価

す
る
も
の
の
一
つ
に
、
４
月
１
日
に
運
行

を
開
始
し
た
「
京
阪
七
条

－

京
都
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ル
ー
プ
バ
ス
」
が
あ
る
。
京
都
駅
前

に
あ
る
京
阪
グ
ル
ー
プ
の
ホ
テ
ル
「T

H
E 

T
H

O
U

SA
N

D
 K

Y
O

T
O

（
ザ
・
サ
ウ
ザ
ン

ド 

キ
ョ
ウ
ト
）」
と
特
急
停
車
駅
の
七
条
駅

前
「
七
条
京
阪
前
」
を
循
環
す
る
バ
ス
で
、

15
分
間
隔
で
毎
日
運
行
。
京
都
駅
と
七
条
駅

を
片
道
約
５
分
で
結
ぶ
。

「
路
線
バ
ス
が
京
都
駅
か
ら
放
射
線
状
に

出
て
い
る
こ
と
、
東
西
軸
の
交
通
が
あ
ま
り

な
い
こ
と
が
京
都
の
交
通
の
弱
み
」（
高
畑

専
務
理
事
）
と
い
う
だ
け
に
、
既
設
交
通

モ
ー
ド
の
結
節
と
東
西
軸
の
強
化
が
混
雑
緩

和
に
つ
な
が
る
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
２
階
建
て
オ
ー
プ
ン
ト
ッ

プ
バ
ス
で
京
都
市
内
の
主
要
観
光
地
11
カ
所

を
巡
る
「
ス
カ
イ
ホ
ッ
プ
バ
ス
京
都
」
の
運

行
を
４
月
13
日
に
開
始
し
た
。
こ
れ
は
乗
り

京阪ホールディングス株式会社
経営統括室 事業推進担当（観光共創）部長

西澤幸憲
Yukinori NISHIZAWA
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降
り
自
由
な
周
遊
型
の
観
光
路
線
バ
ス

で
、
市
バ
ス
利
用
者
と
の
分
散
と
観
光

客
の
利
便
性
向
上
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　観
光
と
地
域
活
性
化
の
拠
点
づ
く
り

地
域
と
共
創
し
て
、
広
く
深
く
観
光

事
業
を
展
開
し
て
い
く
た
め
に
、
拠
点
づ

く
り
も
進
め
て
い
る
。
第
一
に
宿
泊
施
設
だ
が
、

京
都
は
宿
泊
施
設
不
足
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

「
観
光
客
の
多
く
は
新
幹
線
利
用
で
京
都
に
入

る
こ
と
か
ら
、
京
都
駅
周
辺
を
最
重
要
拠
点

と
考
え
て
い
る
」（
西
澤
部
長
）
と
い
う
。

京
都
駅
前
に
は
京
阪
グ
ル
ー
プ
が
運
営
す

る
六
つ
の
ホ
テ
ル
が
あ
り
、
中
で
も
２
０
１
９

年
１
月
に
開
業
し
た
「T

H
E T

H
O

U
SA

N
D

　

K
Y

O
T

O

」
は
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
対

応
す
る
ア
ッ
パ
ー
ア
ッ
プ
ス
ケ
ー
ル
の
京
阪
グ

ル
ー
プ
の
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
ホ
テ
ル
。
今
後
は

さ
ら
に
１
ホ
テ
ル
を
新
設
し
て
京
都
駅
前
に

約
１
５
０
０
室
を
提
供
す
る
。

ま
た
、
祇
園
四
条
駅
付
近
の
繁
華
街
・
四

条
河
原
町
に
は
宿
泊
施
設
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

レ
ス
ト
ラ
ン
、
美
容
関
連
施
設
な
ど
を
備
え

る
複
合
型
商
業
施
設
「GOOD

 N
A

T
U

RE 
STA

T
IO

N

」
を
２
０
１
９
年
12
月
に
開
業

す
る
予
定
だ
。
京
阪
本
線
の
祇
園
四
条
駅
は

鴨
川
左
岸
だ
が
、
鴨
川
を
挟
ん
で
西
側
に
新

た
な
拠
点
を
置
く
こ
と
で
、
事
業
エ
リ
ア
を

面
的
に
拡
大
し
て
い
く
。

さ
ら
に
、
三
条
駅
前
の
再
整
備
も
計
画
さ

れ
て
い
る
。
か
つ
て
の
三
条
駅
は
駅
前
バ
ス

ロ
ー
タ
リ
ー
か
ら
各
方
面
へ
向
け
て
の
路
線

バ
ス
が
発
着
す
る
京
都
の
玄
関
口
の
一
つ

で
も
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
交
通
結
節
の
強

化
や
賑
わ
い
の
復
活
を
目
指
し
た
も
の
と
な

る
が
、
２
０
１
６
年
に
閉
館
し
た
商
業
施
設

「K
Y

O
U

EN

」
の
跡
地
を
含
め
た
1
万
３
０

０
０
㎡
の
敷
地
に
観
光
施
設
を
新
設
予
定
だ
。

「
こ
の
開
発
に
は
観
光
施
設
で
観
光
客
を

誘
客
す
る
と
と
も
に
、
交
通
結
節
点
強
化
の

駅
前
整
備
と
し
て
も
大
き
な
意
義
が
あ
る
。

京
都
駅
の
一
極
集
中
を
分
散
化
し
て
、
ゆ
っ

く
り
回
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
れ
ば
」

と
高
畑
専
務
理
事
も
期
待
を
寄
せ
る
。

歴
史
あ
る
「
水
の
路
」
を
復
活

京
阪
本
線
は
、
京
街
道
や
淀
川
と
の
ゆ
か

り
が
深
い
。
淀
川
左
岸
（
東
側
）
の
京
街

道
（
大
坂
街
道
）
沿
い
に
大
阪
と
京
都
を
結

ぶ
鉄
道
と
し
て
敷
か
れ
、
１
９
１
０
年
に
大

阪
・
天
満
橋

－

京
都
・
五
条
間
が
開
業
し
た
。

京
街
道
は
伏
見
城
築
城
の
際
、
豊
臣
秀
吉

に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
淀
川
の
堤
防
道
「
文

禄
堤
」
を
起
源
と
し
、
江
戸
期
に
入
る
と
伏

見
か
ら
大
阪
ま
で
東
海
道
の
延
長
と
し
て
、

伏
見
宿
、
淀
宿
、
枚
方
宿
、
守
口
宿
の
４
宿

場
が
設
け
ら
れ
た
。
京
阪
本
線
は
こ
れ
ら
の

宿
場
町
を
縫
う
よ
う
に
つ
く
ら
れ
た
た
め
、

上／京阪グループのフラッグシップホテル「THE THOUSAND KYOTO」　右／淀川の舟運を復活させた
「淀川浪漫紀行」　下／水都・大阪の終端、中之島駅。写真奥の方向に延伸が期待されている

上／駅のリニューアルも進めている。京都・東山観光の玄関口となる祇
園四条駅は木目調の壁面など、京都らしさを感じてもらうための演出を
随所に施している　下／「伏見稲荷大社の千本鳥居をイメージできる駅」
をコンセプトにリニューアルした伏見稲荷駅。記念撮影スポットとして
も訪日外国人観光客に大人気だ

公益社団法人 京都市観光協会
専務理事

高畑重勝
Shigekatsu TAKAHATA
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特集：鉄道旅客サービスの進化
［京阪電車 “プレミアムカー”と 叡山電車 “ひえい”］

曲
線
区
間
が
多
い
。

淀
川
自
体
も
舟
運
に
活
用
さ
れ
、
江
戸
期

に
は
旅
客
船
「
三
十
石
船
」「
十
石
船
」、
ま

た
そ
の
旅
客
に
酒
や
食
物
を
売
る
「
く
ら

わ
ん
か
舟
」
で
賑
わ
っ
た
。
京
阪
本
線
は
、

「
陸
」
の
京
街
道
、「
水
」
の
淀
川
と
と
も

に
、
１
０
０
年
余
り
、
こ
の
区
間
の
輸
送
を

つ
な
い
で
き
た
と
言
え
る
。

こ
う
し
た
歴
史
か
ら
、
京
阪
グ
ル
ー
プ
で

は
行
政
と
の
協
働
に
よ
る
「
水
の
路
」
構
想

と
し
て
、
淀
川
の
舟
運
を
復
活
し
、
イ
ベ

ン
ト
ク
ル
ー
ズ
「
淀
川
浪
漫
紀
行
」（
天
満

橋
・
八は

ち
け
ん
や
は
ま

軒
家
浜
船
着
場
～
枚
方
船
着
場
）
を

２
０
１
７
年
よ
り
定
期
運
航
し
て
い
る
。
ま

た
、
明
治
期
に
建
設
さ
れ
た
琵
琶
湖
疏
水
の

通
船
も
、
京
都
市
・
大
津
市
・
滋
賀
県
・
Ｊ

Ｔ
Ｂ
・
京
阪
グ
ル
ー
プ
や
地
元
経
済
界
が
協

力
し
、
２
０
１
８
年
に
観
光
船
と
し
て
復
活

さ
せ
た
。
ほ
ぼ
満
席
状
態
で
人
気
も
高
い
。

「
歴
史
的
景
観
が
残
る
『
水
の
路
』
を
復

活
さ
せ
、
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
活
用
す

る
一
方
、
水
都
・
大
阪
で
は
沿
線
駅
を
含
め

た
都
市
開
発
を
行
う
。
同
時
に
沿
線
の
枚
方

市
駅
な
ど
の
よ
う
に
住
民
目
線
の
駅
改
良
や

開
発
も
実
施
す
る
。
京
阪
グ
ル
ー
プ
が
持

つ
運
輸
・
不
動
産
・
流
通
・
ホ
テ
ル
・
レ

ジ
ャ
ー
の
総
合
力
で
観
光
や
地
域
の
活
性
化

の
課
題
を
一
体
的
に
解
決
で
き
れ
ば
」
と
西

澤
部
長
は
語
る
。

沿
線
各
地
の
文
化
や
歴
史
か
ら
観
光
コ
ン

テ
ン
ツ
を
創
造
し
、
ま
た
都
市
の
再
整
備
に

よ
っ
て
新
た
な
付
加
価
値
を
創
造
す
る
。
京

阪
グ
ル
ー
プ
が
沿
線
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
に
展

開
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
取
り
組
み
は
、
や

が
て
大
き
な
シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
発
揮
し
て
い

く
だ
ろ
う
。

枚方市は大阪府では４番目に多い人口 40 万人の
市です。中心である枚方市駅は、京阪電車の中で京
橋駅、淀屋橋駅に次ぐ乗降客数で１日９万 3000 人、
路線バスの発着も１日 1000 便と、毎日多くの人で
賑わっています。けれども、今後は急激な人口減少
が予測されており、まちを育てる新しいまちづくり
が必要と考え、「沿線再耕」の一環である「えきか
ら始まるまちづくり」の第 1 弾として、株式会社良
品計画と連携した枚方市駅のリニューアルに取り組
み､ 2018 年 12 月 15 日に完成しました。

毎日のように駅をご利用いただいている方にとっ
て「誇り」となるような駅、まだ来られたことがな
い方にとっては「憧れ」と思っていただけるような
駅にしたいという思いから「いつも使いたい、一度
は行ってみたい駅」をコンセプトにしました。改札
内外は木目調の心地よい空間に変え、駅ナカには品
揃えにこだわったミニスーパーマーケットやコンビ
ニエンスストアを集積した「ひらかた もより市」を
設置。ちょっとしたお買い物や軽食を楽しんでいた
だけるようになり、焼きたてパンの香りが駅構内に
漂うような駅になりました。改札前の京阪百貨店２
階には「無印良品」がオープン、コンコースは地域
のマルシェやイベントを行うほか、植栽やベンチを
設置し、人々が憩える空間としています。リニュー
アル後は、駅に集う人たちが増加し、以前よりも多
様な人々で賑わうようになりました。

このリニューアルは新たなまちづくりの第 1歩で、
枚方市駅前は社有地を含めた再開発事業の計画もあ
ります。それとともに当社や枚方市を含め、６団体
で構成される枚方市駅周辺活性化協議会で、住民が
誇りを持てるような魅力的なまちを目指して、エリ
ア全体のマネジメントを進めています。地域の方々
の熱い思いにふれることで、地域に根差した鉄道事
業の一端だという思いを強くしています。次の世代
の人々も安心して暮らせるまちを、地域と一緒につ
くっていきたいと思います。

上／中央改札口付近
右／構内に設置した植栽とベンチ
下／ひらかた もより市

枚方市駅のリニューアルは良品計画と
連携、4 年にわたって検討を重ねた。駅
と商業ゾーンを一体化させるこれまで
にない取り組みで、鉄道や流通などグ
ループ各社が一丸となって実現させた

京
阪
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

経
営
統
括
室 

経
営
戦
略
担
当
（
全
社
戦
略
）

課
長
補
佐

林 

友
美

Tom
om

i H
A

YA
SH

I

「新しいまちづくり」を
枚方で実現したい


